The investigation into Tao Xingzhi\u27s Creative education practices -It\u27s voce in Modern China- by 張 鵬
49陶行知の創造性教育実践に関する考察（張）
はじめに
21世紀に入り，グロバール化のいっそうの進展に伴って，世界各国間の関係が緊密になる一方，
経済をめぐる国際競争も白熱化してきた。このような状況背景として，教育の分野では知識基盤型社
会への対応が求められ，より創造的な人間育成が目指されるようになっている。日本の現行学習指導
要領では「創意工夫を生かし特色ある教育活動，個性を生かす教育の充実，個性豊かな文化の創造と
民主的な社会」などが目標とされている。すなわち，画一的な教育を受けさせるのではなく，一人ひ
とりの子どもの自立を促進し，将来の問題に対応する力，つまり，子どもの創造性を培う教育の重要
性が明らかになってきた。一方，中国の教育改革においては，「科学と人文的素養，環境意識，革新
的精神と実践力を育成し」（１），「自立した思考，自由な探求，いっそうの創新を促し，その環境の保
全に努める」（２）など，創造性を育てることに関わる教育政策が施行されている。「文革」当時，中国
の教育システムは後退を余儀なくされ，機能停止の状態に陥ったため，国務院は 1978年 2月，教育
部の「全国重点高等教育機関の回復と適切な運営に関する報告」を承認し，中国における教育システ
ムの再建設と改革が行われた。この過程で活動し，中国近代教育改革の先駆者であり，創造性教育の
提唱者であった陶行知の教育理論と実践は，教育改革の重要な理論的柱となっている（３）。21世紀の
今日，中国の社会文化や政治制度および教育方針などは大きく変化したが，陶行知の教育理念（陶行
知による創造性教育の理念は後述する）や教育実践の成果は，現在の中国における創造性教育にどの
ような影響を及ぼしているのであろうか。本稿の目的は，現代中国における創造性教育の概念やその
意味，そして今日の創造性教育の実践が，陶行知の教育理論と実践の大きな成果の上に基づいて進め
られていることを踏まえた上で，とりわけ陶行知の創造性教育実践の持つ意味について考察すること
である。
創造性教育の概念に関して，当論文では，弓野による次の定義に従うことにする。「全ての子ども
の才能を認め，さらにすべての子どもが持っている卓越性を開花できる，幅広く柔軟な教育，さら
に動機づけを高める教育が必要であり，創造性教育は卓越性や動機づけを保証する教育の一つ方法で
ある」（４）。
創造性と創造性教育の基本理念について，陶行知は「創造的児童教育論」の中で，次のように彼独
自の見解を示している。「創造的児童教育論というのは，教育が児童を創造するといおうとするので
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はない，児童の創造力は，はるか遠い祖先が，すくなくとも 50万年の経過をとおして，環境との適
応の戦いの中から獲得し，継承してきた才能の精華である。この創造力を発揮させるか，それとも阻
害するか，これを強めるか，それとも弱めるか，養っていくか，うち毀してしまうかは，環境による
のである」（５）。ここでは，児童が創造性を持つことを認め，それを自然に成長，発達させる環境づく
りが教育に不可欠の部分であると指摘されている。
１．先行研究について
陶行知の創造性教育理論，実践に関する研究書は多数ある。しかし，1950年代から「文革」終了
までの期間，陶行知に対する当局の批判的な意見が出ていたため，中国における陶行知研究（陶研）
が盛んになったのは文革後，陶行知の名誉回復が公的に行われた 1980年代以降であった。他方，日
本における陶行知研究は，こうした事情に左右されることなく進められていた。日本側の陶行知研究
者として斎藤秋男と牧野篤らがいる。斉藤は 1945～ 1946年，中国武漢の新聞社で勤めていた期間に，
陶行知の著作に関心を持ち，1950年代から陶行知の生涯や各教育実践を実施する経緯，当時の中国
教育界および中国社会に与える影響など，陶行知教育理論を総体的に研究した。他方で牧野篤は，中
国近代教育の総体的進展，特質および陶行知の「生活教育」理論に着目した研究を行っており，現代
日本における陶行知研究の重要な人物の一人とも言える。牧野は，教育と学習，それによる個人の自
由と解放の実現は，人々の日常生活と相即不離の関係にあるとする「生活教育」理論が陶行知の教育
思想の核心であり，それは「民族解放」という大きな立場から教育を構想するものとして捉え，陶行
知の「生活教育」思想の形成過程とその構造を幅広く分析している。
19世紀中葉から，清の王朝が未曾有の危機に襲われた。アヘン戦争，日清戦争の失敗に続き，「義
和団」の動乱が起こり，八か国連合軍の北京侵入など，内憂外患が度重なる。牧野は，国力を回復す
るため，清の支配層内部の改革を行い，「新式学堂」の設置（1904）や科挙制度の廃止（1905）など
を行ったことは，教育の近代化への重要な歩みであったことを指摘している。その後，1912年，中
華民国政府が成立して，新たな教育法律，政策の登場，欧米，日本への留学派遣により，新しい教育
風潮が中国各地に広がったが，中華民国の前期の大半は軍閥紛争の時代であり，教育の普及にとって
は悪条件下にあった。貧しく，立ち遅れた中国の社会状況は，1917年に帰国した陶行知の教育にお
ける根底的な思考に大きな影響を与え，彼の教育理論形成の大きな要因となった。陶の「平民教育」
という基層の民衆を対象とする，生活と結合した教育の提起とその推進，中国教育の近代化への影響
およびこうした陶行知の理論的地平からみた現代教育への反省などが，牧野による陶行知研究の重要
な内容構成である。
中国における先行研究について言及すれば，陶行知の教育思想や理論に関する研究の推進と現代中
国教育改革へのその導入が，1985年に成立した陶行知研究会によって行われている。中国陶行知研
究会の目的は，（1）陶行知の教育理論と実践の研究，（2）教育公益事業の推進，（3）教育改革と発展
の実施方法の研究の 3点である（６）。
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現在，中国の陶行知研究は陶の思想，理論に関する研究に加え，その理論と実践の現代中国におけ
る適用に及んでいる。代表的な研究者としては李燕や趙剛らを挙げることができる。
李は近年注目されている「流動人口子女教育」の問題を研究している。近年，著しい経済発展を続
けている中国における「農民工」の子ども教育は，中国の「戸籍制度」が災いして，大きな社会問題
になっている。こうした中で，北京市大興区の「農民工」を対象とした「陶行知学校」の創立と陶行
知思想に基づく独自な教育実践が李の主要な研究課題となっている。
趙の研究は，陶行知研究の歴史と発展の経緯，1930年代陶の日本亡命，陶の思想の日本への伝播
に関わっている。1930年代，日本では子どもの生活全体の指導を目的とする「生活綴方」運動が起
こっていたが，当時，陶の教育方法は池袋「児童の村小学校」の教師たちの共鳴を引き起こしたこと
を契機として，日本における陶の研究が始まっている。趙は，日本における陶に関する主な研究者と
戦前および戦後の陶の教育思想の日本への影響について，詳しく分析している。
翻って，現代中国においては，創造性教育の実施に関連した「新全国基礎教育課程改革」（1999），
「国家中長期教育改革発展計画綱要」（2010）などの教育政策が推進されている。特に，学校教育にお
いては，子どもの「創造性」の開発が重視されており，創造性教育の推進は今後の課題になっている。
中国近代教育を振り返れば，1920年代から 1940年代にかけて，近代教育改革の過程で，陶行知の一
連の教育実験とその教育実践の成果は，当時の中国教育界に大きな衝撃を与えていた。1980年代以
降，陶行知の教育理論と実践が再認識され，現代中国の教育改革の重要な理論的柱となっている。中
国における創造性教育の基礎には，陶行知教育思想の大きな影響がある。本論文では陶行知による創
造性教育の実験場とも言える「暁荘師範学校」の教育実践を踏まえ，彼の創造性教育実践の成果の現
代中国における位置づけについて考察する。
２．陶行知における教育理論形成の背景
18世紀の産業革命を契機として，イギリスやアメリカなど西洋諸国は世界の先進諸国としての地
位を獲得していったが，かつて世界に君臨した中国は，清王朝時の鎖国政策により，科学技術の面で
も，経済や教育の面でもきわめて遅れた国家となっていた。1840年のアヘン戦争の敗北により，イ
ギリスをはじめとするヨーロッパ諸国は中国に進出してくる。1842年，イギリスと不平等の条約の
南京条約（およびそれに付随する虎門寨追加条約，五口通商章程）の締結により，清は香港島の割譲，
広州，福州，廈門，寧波，上海 5港の開港，領事裁判権の承認，関税自主権の喪失などを余儀なくさ
れた。
このような国力の急激な衰弱は，当時国内の知識人，有識の士に大きな衝撃を与えた。現代科学・
技術の遅れが痛感され，一部官僚と知識人により，1860年代から 1890年代にかけて，欧米の知識を
導入して殖産興業・富国強兵を目指す「洋務運動」が発生した。しかし，文官偏重の伝統的な政治
体制の改革は限定的なものに留まっていた。国外からの圧力と社会各階級の間の矛盾がさらに激しく
なった結果，1911年に起こった辛亥革命により，清王朝は打倒され，1912年，中華民国政府が成立
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した。
中華民国政権の成立とともに，教育分野における徹底的な改革が始まった。1912年，小学校 1～ 3
年，師範学校，高等師範学校の学費が免除されるなどの政策（中華民国教育部令．1912）が打ち出さ
れた（７）。貧困階層の子どもに対する師範学校への入学機会の付与は，教育の大衆的普及を目指した
ものであった（ちなみに毛沢東は湖南第一師範学校の卒業生である）。その後，陳独秀，李大釗，魯
迅，胡適らは，中国伝統の科挙制度による経書中心の＜八股文＞への反対を唱え，1915年から＜新
青年＞雑誌の創刊や＜白話文運動＞の推進をはかる新文化運動を開始した。数千年の封建統治によっ
て抑圧されていた中国教育界には，かつてないほど未曽有の自由の空気が流れてきた。
こうした時代背景の中で，1917年陶行知はアメリカから帰国する。陶行知は，師匠のデューイか
ら継承した「民主主義の教育」および「教育と生活の結合」という理論を中国の半植民地の現実と
結びつけて発展させ，生涯にわたって，積極的に新教育思想を推進し，大衆教育の普及と児童創造性
の開発に力を尽くすことになる。新教育に関する陶の見解は，1919年 9月の『教育潮』という教育
雑誌に掲載されたが，その中で次のように述べている。「新教育は富強の共和国を建設することに不
可欠である。しかし『新』とはどういう意味だろうか？ 日本を学んだり，ドイツを学んだり，フラ
ンスやアメリカを学んだりすることではなく，『自新』ということであり，自主，自立の国民を育て
ることである。学校では，単に教えたり教えられたりということだけではなく，生徒を啓発すること
を重視すべきである」（８）。国民の自主，自立を目指し，学校の開設，新しい教育方法の実験など，農
村教育普及に関する陶行知の様々な努力は中国教育界に大きな衝撃を与えた。教育における「六大解
放」，「教，学，作合一」，「生活教育」などの彼の教育思想は，中国教育界の貴重な遺産になっている。
３．「暁荘師範学校」－陶行知の創造性教育実践－
陶行知は 1917年に帰国した後，南京師範学校の教授に就き，学校の会議や雑誌などを通して，「教
授法」から「教学法」へ移行することを提案し（９），南京教育界の教育改革を呼びかけていた。しかし，
伝統教育思想に拘泥する地方の教育官僚に反対された。
厳しい現状に直面し，1927年 3月 15日，陶行知は南京の和平門から燕子磯に至る途中にある暁荘
と呼ばれた地域に，「六大解放」，「生活教育」，「教，学，作合一」の理念を実践するために「暁荘師
範学校」を開校した。荒地 200畝と荒山を学校の建設地として買った。入学試験は，知能測定，常識
テスト，国語作文一篇，4分ないし 5分のスピーチの 4つの課題以外に，実際に 1時間農業か土木工
事に従事することが課された。
「真正の知識は経験に根付いている」（10）という理念に基づき，授業は児童文学，生物，農芸，理科
化学，社会科，算数，芸術，医薬衛生，体育遊戯に分かれて行われた。「暁荘師範学校」の教師は「先
生」や「教員」ではなく，「指導員」と呼ばれ，学生の自主的な学びの支援者として位置づけられた。
彼らは協働して教師と学生の宿舎から図書館，教室などに至るまでの建物（「茅葺き小屋」）を自らの
力でつくった。さらに 200畝の荒地を農地に開墾した（11）。こうした実践的活動を通して，授業で学
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ぶと同時に，学生自ら体験し，観察し，思考することが重視された。
一方，教育と社会改造は同等であるという理念を実践するため，陶行知は地域の組織と協力し，以
下の社会改造運動を行った。
（1） 「燕子磯中心幼稚園」という中国初の農村幼稚園を設立した。
（2） 当時，中国国民の大多数が非識字者という現状を改善するため，暁荘「掃盲班」をつくり，「小
先生制」を発明し，「暁荘師範学校」の学生が地方の農民を教え，識字率を高めることを追求
した。
（3） 「暁荘病院」を新設し，農村地区の健康増進に努めた。
（4） 「暁荘劇社」を組織し，地方の住民に現代劇を上演することで，教育普及の意義や民主主義の
理念を宣伝した。
（5） 農業の意義を強調するために，牛耕や田植えなどを内容とする「聯村運動会」を開催し，付近
地域の村民の参加を求めた。
以上のように「暁荘師範学校」では，「生活即教育」「教，学，作合一」の理念に基づく教育実践が
展開されたが，これは中国近代教育史における重要な一歩であった。
４．陶行知の創造性教育理論
（1）創造性教育の実践に関する 3つの要因
「創造性教育」は陶行知教育理論の最も重要な部分の一つである。1933年 3月雑誌『教育建設』に
発表した「創造の教育」では，陶の創造性教育の考え方を明確に表している。そこでは，泥でお碗を
造る例を挙げ，「行動が思想を生み，思想が新しい価値を作り出すことは創造の過程である」（12）と「創
造」を解釈し，さらに，「手と脳の調和は創造教育の開始であり，手と脳をともに発達させることは
創造教育の目的」（13）であるという創造性教育理論を展開している。
既述の「はじめに」の箇所で言及した，創造性教育を行うための環境を作ることの実践法について，
陶は以下の 3つの要因を指摘している（14）。①「われわれは児童の隊伍のなかに身をおき，子どもた
ちの一員となること」，②「子どもたちの力を認識すること」，③「児童の創造力を解放すること」で
ある。
①は，教師と子どもの関係が「教え―教えられる」から「学校の一員」という平等な関係に転換す
ることを意味している。教師と生徒は共に労働に就き，労働によって心身の成長，発達を目指すこと
が「暁荘師範学校」の実践でなければならないということである。また，②は，まず子どもが創造力
を持つことを認め，教師は生徒の中にいて，一人ひとりの子どもの創造性を発見し，適切な教育内容
と方法で対応しなければならないことを意味する。そして，③は，伝統教育と過去の因習からの先入
観，曲解などに含みこまれている子どもを解放し，自ら創造性を伸ばしていくことの重要性を指摘し
たものである。
創造性教育の実践に関する陶行知の以上の 3つの要因は，相互に関連した統一的な全体として理解
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されなければならないものであり，これらが統一的に機能することで創造性教育の実戦が可能とな
る。以下では，「子どもの解放」に拘わる陶行知の「六大解放」の理論について考察することにしたい。
（2）「六大解放」
陶行知は「行動の教育は幼い時から，子どもの自由を解放し，彼らの才能を培う」（15）と主張してい
る。前述のように，陶行知は子どもの「行動」を常に強調している。中国伝統の受験教育の弊害を鋭
く批判し，創造性教育は児童から行わなければならないと考えた陶行知は，児童の生活能力，独立思
考能力を育成し，さらに創造性を解放するため，以下の 6つの観点から児童を解放する方針を提出し
た（16）。①頭脳を解放すること。②児童の両手を解放する。③児童の口を解放する。④児童の目を解
放する。⑤児童の時間を解放する。⑥児童の空間を解放する。
①は，権威や著作者などの先入観に囚われると，児童の創造力を発達させることはできないので，
これらの制限を外し，児童に自由に想像させることを意味する。②では，陶行知は，人類が他の動物
を超えて発達した文明文化を営むのは，両手により道具を創り，さらに道具により高度な社会を作っ
たからであるとし，中国封建思想は子どもの両手をきつく縛り，授業時に自由に活動させないために，
手の機能も退化させてしまったと主張する。したがって，児童自ら両手を用いて実験・操作させ，失
敗と成功の経験より創造性が育成されるとするのである。③では，封建教育思想の中でもっとも厳し
く制限されるのは言語であるという考えに基づき，児童の自由発表，自由論争，自由質問の権利を主
張している。
また④は，視野を広く開放させ，問題を考えさせ，観察させることより，問題を深く理解する能力
を育てることを意味している。⑤は，放課後や週末，生活の中で時間を自由に使わせ，自分の興味を
生かして，各分野の知識を身につけさせることを意味する。そして，⑥は，校内ではなく，児童を校
外に解放し，自然の中で自由に観察させ，思考させ，自由に課題を見いださせることである。
陶行知の「六大解放」という教育思想は，児童の天真爛漫な天性に着目し，興味・関心に基づく自
発的な成長という理念に基づいて，創造性が育成されることを示している。
（3）「教，学，作合一」
これは，既述のように，陶行知が主張した旧来の「教授法」をやめ，知識だけではなく子どもに「学
習能力」を育成する「教学法」に改めようとする思想である。陶行知が帰国したとき，中国の学校で
は，先生はひたすら教え，児童，生徒，学生はそれを受け取るだけという状態であり，「これは改革
しなければならない」という考えを強く抱いた。
1927年 11月 2日，暁荘師範学校会議で陶行知は，「教，学，作合一」の理論を提起した。陶行知
は「教，学，作は三つのことではなく，ひとつのことに見られ，『教』に基づいて『学』，『学』の上
に『教』ということである」（17）と述べている。人に対する影響は「教」，自分の成長は「学」，問題を
みずから解決することは「作」になる。たとえば，田畑をたがやす方法は，田畑の中で耕しながら教
える，学生が耕しながら学ぶわけであり，教室で耕作を教えることは「教」ではなく，教室で耕作を
勉強することは「学」ではない。「教」と「学」はともに「作」を中心としなければならないと陶行
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知は主張する。「教，学，作合一」は暁荘師範の教育実践の重要な指導思想であり，創造性教育理論
の重要な構成要素である。
（3）生活教育理論
「生活教育」は陶行知教育思想の核心部分である。陶は「創造性教育は生活の中で教育を行う。こ
れは生活の中からの教育であり，生活の中からしか教育は得られない」（18）と述べ，創造性教育と生活
の関係を重視する。つまり，子どもの創造性を開発する前に，教師と子どもはともに頭脳の中の先入
観や縛りを外し，生活の中で教育を受けなければならず，生活そのものが創造性教育であると捉えて
いるのである。
陶行知の師匠であるアメリカの教育学者のデューイは，1916年，『民主主義と教育』を刊行した。
師の学説，理論を深く吸収した陶行知は教育と民主主義，教育と民衆の生活とは分離できないという
考えを持ち，1934年，雑誌『生活教育』を創刊し，その中で教育と生活の関係を論述した。「生活と
はなにか？ 生命あるもので，ひとつの環境にあって生々やまざるもの，これはすなわち生活である。
わたしが話したいのは，わたしたちのこの国土，この地域における教育，すなわち生活教育について
である。この地域に即して，私たちは既に五つの目標を立ててきた。それは健康の生活，労働の生活，
科学の生活，芸術の生活，社会改造の生活であって，こうした生活をすることが，すなわち，こうし
た教育を受けるか，ということである」（19）。
伝統的な教育理念によって，思想や学術体系との関係が重視され，学生の主体的な学習活動が軽視
されていた。陶行知の生活教育理論は，教育と生活が緊密に結びついている。陶行知によれば，教育
は生活の教育であり，生活に必要な知識は教育を通して学ぶ。どのような生活をしているかはどんな
教育を受けているかであり，幸せな生活はいい教育，悪い生活は如何にも向上的な教育にならないの
である。したがって，専門知識だけでなく，子どもに生活の方法と理論を勉強させ，実際生活のなか
で問題を発見し，問題解決の能力を育てる。その過程で子どもの生活教育を受ける環境を作り，子ど
もを幸せに教育を受けさせ，幸せの子ども時代を送らせることが教育者の責任であると陶行知は主張
する。この生活教育理論も陶行知の創造性教育理論の重要な柱であると考えられる。
５．現代中国教育改革における陶行知の創造性教育理論の影響
（1）現代中国教育改革への影響
1980年代以来，「陶行知研究ブーム」が中国大陸全土に広がり，陶行知から学ぼうとする動きが拡
大している。表 1は中国教育改革の目標と陶行知の教育理論・実践を比較したものであるが，中国に
おける子どもの創造性開発および創造性教育に関して，陶行知の教育理論が大きな影響を与えている
ことが読み取れる。
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（2）農村教育への啓発
「暁荘師範学校」は初等教育，幼児教育，教員養成，社会教育などを含め，実験教育を実施した複
合的な教育機関であった。スーツを脱ぎ，陶行知はその他の教師や生徒と共に労働に従事した。「教，
学，作合一」の教育理念に基づく「教育と労働の結合」という特徴は当時，社会の注目を集めていた。
「陶行知先生は 1910年代の現代中国の中でもっとも早く農村教育を自らの行動で実践した人であり，
もっとも早く知識人として，労働者と農民とを結合した人であった。彼は全国の農民大衆に教育の機
会を与えようという偉大な願いを抱き，制度と形式，方法を多様化しながら，中国民衆教育の道を模
索したが，それは現代にも通用する」（26）と，現代中国の学者である孫起孟に評価されている。農民出
身の陶行知は，暁荘師範学校の教育実践から農村教育の発展に尽力した。
2011年第 6回中国全国人口調査によれば，中国の人口は 13億人以上であり，80％は農民である。
しかし長年にわたって，中国の教育発展は都市部と農村部との間で不均衡の状況が続いており，とり
わけ農村部における学校教育のあり方が改めて問われている。学校を中心としつつ，各教育部門と
連携することにより，農民文化・地域文化を豊かにし，教育の質を高めることが課題になっている。
「教，学，作合一」，「生活そのものが教育」という理念を持って取り組んだ「暁荘師範学校」におけ
る陶行知の農村教育の実践は，各農村組織との協力による教育の普及や生活改善などにみられるよう
に，今日の中国の農村教育を考える上でもその先駆的意義を有している。
６．おわりに
「文革」後の 20年間にわたり継続されてきた中国教育システムの「暗記中心」，「受験主義」 は，教
育の将来的な発展を阻害する要因となり，児童の自発的な成長を促す教育は軽視されてきた。80年
前，子ども自身の成長を引き出し，「社会即学校」という学校と地域社会との緊密なつながりを重視
し，地域に支えられ，地域の生活向上に貢献するという陶行知の「六大解放」の理念と実践は，現代
教育においても大きな価値があると考えられる。「暁荘師範学校」における子どもの成長と発達を促
表 1　中国教育改革の目標と陶行知の教育理論・実践の比較
分　類 中国教育改革目標 陶行知の教育理論．実践
創造性教育
①時代発展に必要な基礎知識と基礎技能を身につ
け，科学と人文素質，環境意識，創新精神と実践
能力を育てる（20）。②創造性をもった人材育成の
重要性，緊迫性（21）。
①「六大解放」，②子どもの創造性を成長，
発達させる環境を作る。③子どもの自由を
解放し，才能を培う。
教育と生活の
結合
生存，生活を学び，社会への適応能力を育て
る（22）。
「教，学，作合一」，労働と教育の結合，学
生の社会活動参加を激励する。
学生の自主性，
積極性
独立思考，自由探索，大胆創新を励み，その環境
の保全に努める（23）。
①「教授法」を「教学法」に改革，子ども
の学習能力を育成する。②「小先生制」
課程設置の柔
軟性
豊かで質の高い選択科目を設け，学生の選択機会
を保障する（24）。
「大単元」（25）方式，教育内容を社会や地域
の需要と結びつけて設定する。
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す教育実践が，現代中国教育改革に大きな影響を与えていることからもそのことは言える。「小先生」
という「即知即伝」の方法は，当時，迅速に全国各地に普及し，2億以上の国民が非識字者（当時の
人口は 4.5億人）の厳しい現状を有効に改善した。2000年の識字率は 90.9％（27）で，現代中国の非識
字者問題は解決されつつあるが，「小先生」の教育方法は，子どもの自主性，知識を探求する積極性，
達成感を引き出すために有効であると考えられる。
陶行知の教育思想の内容は豊富であり，「暁荘師範学校」以外にも，「識字社」，「山海工学団」，「育
才学校」などの教育実践がある。これらの教育実践から導き出される創造性教育の意義については今
後の課題としたい。また，中華民国期の教育雑誌に掲載された陶行知の教育思想と中国教育改革への
見解の分析についても今後の課題とした。
注⑴ ＜普通高中教育的培養目標＞中華人民共和国教育部『普通高中課程方案（実験）』和語文等十五個学科課程
標準（実験）の通知　教基［2003］6号
　⑵ 『国家教育事業発展第十二個五年規劃』p50
　⑶ 1985年に創立した「陶行知研究会」が全国の小中学校と連携し，陶の思想を発揚し，新しい教育方法を探
索ことを目的とする「陶行知実験学校」を設立している。2011年 12月末迄 120校に昇っている。「陶行知研
究会」は民間組織であるが，政府（教育部）と連携し，協力している。
　⑷ 弓野憲一『世界の創造性教育』株式会社ナカニシヤ，2005年 10月　はじめに。弓野は創造性教育の理論
的研究者であり，日本創造学会の会長である。
　⑸ 陶行知　著　斎藤秋男　訳『民族解放の教育』明治図書出版株式会社　1974年 1月　p135
　⑹ 中国陶行知研究会公式サイト：http://www.taoxingzhi.org
　⑺ 薛林荣「民国教育給我們的借鑒」『教師博覧』2008年第 1期
　⑻ 江蘇省陶行知研究会　南京暁荘師範学校　編『陶行知文集』江蘇教育出版社　2008年 6月　p44–p53
　⑼ 一方的に教える「教授法」と違って，「教学法」は学習の過程に，子どもの主体的な地位を尊重し，自発的
な成長を目指す教育主張である。
　⑽ 四川省陶行知研究会『陶行知生平及其生活教育』四川教育出版社　2008年 1月　p41
　⑾ 世良正浩「暁荘実験学校における陶行知生活教育論の形成とその実践の探討」『東京大学教育学部紀要』
第 19巻　1980年 2月　p143
　⑿ 前掲『陶行知文集』江蘇教育出版社　2008年 6月　p489
　⒀ 同上　p491
　⒁ 前掲『民族解放の教育』p136–p137
　⒂ 同上　p492
　⒃ 熊菲『陶行知教育思想－創造性教育的指南』福建陶研　2003年第 2期　p81
　⒄ 前掲『陶行知文集』p285
　⒅ 同上　p498
　⒆ 斎藤秋男『陶行知生活教育理論の形成』明治図書　1983年 4月　p68
　⒇ 中華人民共和国教育部「普通高中教育的培養目標」『普通高中課程方案（実験）』和語文等十五個学科課程
標準（実験）の通知　教基［2003］6号
　21 『国家中長期教育改革和発展規劃綱要（2010–2020）』序言
　22 同上，第 2章（四）
　23 「国家教育事業発展第十二個五年規劃」p50
　24 「教育部関于深化基礎教育課程改革，進一歩推進素質教育の意見」教基二（2010）3号
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　25 「山海工学団」という教育実践に実施した教育内容を社会の需要に適応する柔軟に設定する方法。
　26 『周恩来選集』上冊（孫起孟「学習和発揚行知精神」『陶行知先生誕生 100周年記念大会の発言』）P333．
　27 中華人民共和国教育公式サイト：http://www.moe.gov.cn/publicfiles/business/htmlfiles/moe/moe_1590/ 
200708/25632.html
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